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データ解説 　
急
速
な
少
子
化
の
進
行
や
環
境
の
変
化
を

受
け
て
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
、
企
業
や
自

治
体
に
少
子
化
対
策
の
行
動
計
画
づ
く
り
を

義
務
づ
け
る
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
が
成
立
し
、
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
労

働
政
策
審
議
会
の
雇
用
均
等
分
科
会
で
仕
事

と
家
庭
の
両
立
支
援
対
策
に
つ
い
て
の
議
論

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
を

め
ぐ
る
社
会
の
状
況
は
変
革
期
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
で
は
、
育
児
や
介
護
と
仕
事
の
両

立
に
つ
い
て
、
企
業
・
雇
用
者
の
実
態
や
意

識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
一
五
年
三
月
に
「
育
児
や
介
護
と
仕
事

の
両
立
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
（
実
施
時

は
日
本
労
働
研
究
機
構
）
し
、
調
査
結
果
を

七
月
に
公
表
し
た
（http://w

w
w
.jil.go.jp/ 

kokunai/statistics/doko/index.htm
l

参
照
）
。

そ
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
、
就
学
前
の
子
供
が

い
る
雇
用
者
男
女
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果

（
注
）
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

 

（
注
） 

　
調
査
は
、
調
査
会
社
の
モ
ニ
タ
ー
の
う
ち

「
末
子
が
未
就
学
の
雇
用
者
男
女
」
を
対
象

と
し
てw
eb

上
で
行
っ
た
。
有
効
回
答
数
二

〇
四
七
人
（
男
性
一
〇
四
二
人
、
女
性
一
〇

〇
五
人
）
。
有
効
回
答
回
収
率
は
五
六
・
七

％
。 
  

 

１ 

仕
事
と
子
供 

男
性
は
「
仕
事
に
は
り
あ
い
」 

女
性
は
「
生
活
に
め
り
は
り
」 

  

仕
事
と
子
供
の
関
係
に
つ
い
て
思
う
こ
と

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
子
供
が
で
き
て
仕
事

を
す
る
は
り
あ
い
が
で
き
た
」
と
す
る
者
が

四
四
・
六
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
仕
事

と
育
児
で
生
活
に
め
り
は
り
が
で
き
た
」
が

三
六
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、「
仕
事
と
し
て

い
る
た
め
に
子
育
て
が
十
分
に
で
き
な
い
」

（
三
三
・
〇
％
）
や
「
子
育
て
を
し
て
い
る

た
め
に
仕
事
が
十
分
に
で
き
な
い
」（
二
四
・

〇
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
。
男
性
で
は
「
仕

事
を
す
る
は
り
あ
い
が
で
き
た
」、女
性
で
は

「
生
活
に
め
り
は
り
が
で
き
た
」
が
そ
れ
ぞ

れ
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
男
女
を
問
わ
ず
、

子
供
が
で
き
て
プ
ラ
ス
の
面
を
感
じ
て
い
る

者
が
多
い
。
（
図
表
１
） 

   

２ 

仕
事
と
育
児
の
両
立 

〔
１
〕
仕
事
と
育
児
の
両
立
状
況 

 

男
女
と
も
三
割
「
両
立
で
き
て
い
る
」 

 

仕
事
と
育
児
が
両
立
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
「
う
ま
く
両
立
で
き
て
い

る
」
が
三
〇
・
四
％
、
「
仕
事
の
影
響
が
あ

り
、
育
児
に
満
足
し
て
い
な
い
」
が
二
五
・

五
％
、
「
ど
ち
ら
も
中
途
半
端
で
不
満
が
あ

る
」
が
一
九
・
一
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

三
割
の
者
が
満
足
し
て
い
る
も
の
の
、
仕
事
、

育
児
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
に
満
足
し
て
い

な
い
者
も
か
な
り
の
割
合
に
の
ぼ
る
。 

　
男
性
で
は
「
仕
事
の
影
響
が
あ
り
、
育
児

に
満
足
し
て
い
な
い
」
の
割
合
が
高
く
、
女

性
で
は
「
育
児
の
影
響
が
あ
り
、
仕
事
に
満

足
し
て
い
な
い
」、「
仕
事
と
育
児
の
ど
ち
ら

も
中
途
半
端
で
不
満
が
あ
る
」
の
割
合
が
高

い
な
ど
、
男
性
と
女
性
で
は
、
両
立
状
況
に

つ
い
て
の
認
識
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
（
図

表
２
） 

  

〔
２
〕
家
族
内
育
児
の
状
況 

 

子
供
の
母
親
が
主
に
担
当 

　
家
族
の
中
で
誰
が
育
児
を
し
て
い
る
か
を

み
て
み
る
と
、「
子
供
の
母
親
」
が
九
九
・
五

％
、「
子
供
の
父
親
」が
七
九
・
〇
％
、「
子
供

の
祖
父
母
」
が
二
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

母
親
の
就
業
状
況
別
に
み
て
も
、
育
児
を

担
当
す
る
父
親
の
割
合
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
。
（
図
表
３
） 

 

こ
の
中
で
育
児
の
主
な
担
当
者
を
尋
ね
た 

と
こ
ろ
、「
子
供
の
母
親
」
が
九
三
・
三
％
、

図表1　仕事と子供の関係について思うこと（複数回答） 

図表2　仕事と育児の両立の状況 

仕事と育児をうまく両立できている 

28.0 19.8 13.6 27.4 11.2

32.8 7.1 36.9 11.0 12.2

30.4 13.3 25.5 19.1 11.7計（N=2047） 

男性（N=1042） 

女性（N=1005） 

育児の影響があり、仕事に満足していない 
仕事と育児のどちらも中途半端で不満がある 仕事の影響があり、育児に満足していない 

どちらともいえない 

計（N=2047） 

男性（N=1042） 

女性（N=1005） 

44.0

28.0
61.9

27.5

24.4

38.1
10.4

19.8

28.0
12.8

16.0

20.3
14.0

7.5

6.7
9.3

29.7
25.6

33.0

30.7
33.3

36.7

59.1
24.8

子供ができて仕事をする 
はりあいができた 

子育ての経験が仕事に役 
立つことがある 

子育てをしているために 
仕事が十分にできない 

仕事をしているために子 
育てが十分にできない 

仕事と育児で生活にめり 
はりができた 

仕事と子供は関係がない 

仕事をすることが子育て 
に好影響を与えている 

仕事の経験が子育てに役 
立つことがある 

0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

10 20 30 40 50 60 70
（％） 
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「
子
供
の
祖
父
母
」
が
五
・
二
％
、
「
子
供

の
父
親
」
が
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
家

族
内
の
育
児
は
、
子
供
の
母
親
を
中
心
と
し

て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
共
働
き
で
母
親
が
正
社
員
の
場
合
に

は
、
「
子
供
の
祖
父
母
」
が
一
二
・
二
％
と

他
の
場
合
と
比
較
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
。 

  

〔
３
〕
同
居
家
族
以
外
の
手
助
け
等 

 

主
に
保
育
園
と
別
居
の
祖
父
母 

　
同
居
家
族
以
外
に
よ
る
育
児
サ
ー
ビ
ス
や

手
助
け
の
状
況
を
み
る
と
、
母
親
が
正
社
員

で
あ
る
場
合
は
七
割
、
母
親
が
パ
ー
ト
等
正

社
員
以
外
の
場
合
は
六
割
が
日
中
に
「
保
育

園
」
を
利
用
し
て
い
る
。
子
供
が
病
気
の
時

や
土
日
休
日
に
「
別
居
の
祖
父
母
」
を
利
用

す
る
割
合
は
、
母
親
が
正
社
員
で
は
三
、
四

割
、
母
親
が
正
社
員
以
外
の
場
合
は
二
、
三

割
と
な
っ
て
い
る
。
（
図
表
４
） 

 

家
族
以
外
の
育
児
サ
ー
ビ
ス
や
手
助
け
は

、

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
の
一
つ
の
柱
で
あ

る
が
、
特
に
保
育
園
は
、
共
働
き
世
帯
の
大

多
数
が
利
用
し
て
お
り
、
両
立
の
た
め
の
不

可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
別
居
の
祖
父
母
が
手
助
け
す
る
ケ

ー
ス
も
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

同
居
の
祖
父
母
が
育
児
を
担
当
す
る
ケ
ー
ス

も
含
め
、
祖
父
母
の
存
在
も
大
き
い
こ
と
が

わ
か
る
。 

〔
４
〕
企
業
の
育
児
支
援
制
度
の
利
用
状
況 

　
ニ
ー
ズ
高
い
短
時
間
勤
務
・
フ
レ
ッ
ク
ス 

　
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
の
も
う
ひ
と
つ

の
柱
が
、
企
業
が
行
う
育
児
支
援
制
度
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
や
利
用

希
望
を
み
る
と
、「
短
時
間
勤
務
制
度
」
に
つ

い
て
は
四
六
・
一
％
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
」
に
つ
い
て
は
四
四
・
八
％
が
、
制
度

を
「
利
用
し
て
い
る
」
ま
た
は
「
利
用
し
て

い
な
い
が
で
き
れ
ば
利
用
し
た
い
」
と
し
て 

図表3　母親の就業状況別　同居家族内の育児担当者（複数回答） 

図表4　母親の就業状況別同居家族以外による育児サービス・手助けの利用（複数回答） 

0

4.7

25.4

79.0
78.5

73.6
85.5

99.7
99.9
99.3
99.5

30.2
28.8

17.7

5.2
5.4
3.5

子供の母親 

子供の父親 

子供の祖父母 

その他（子供のおじ・ 
おば、子供の兄・姉等） 

20 40 60 80 100

（％） 

(注)回答を母親の就業状況により!共働き〈母親は正社員〉、"共働き〈母親は正社員以外（パート等）〉、#片働き〈母親は無職〉の3パターンに 
　  分類した。分類の内訳は、!=妻が正社員の男性雇用者+正社員の女性雇用者、"=妻が正社員以外の男性雇用者+正社員以外の女性雇用者、 
　  #妻が無職の男性雇用者。 

(注1)回答を母親の就業状況により!共働き〈母親は正社員〉、"共働き〈母親は正社員以外（パート等）〉、#片働き〈母親は無職〉の3パタ 
　  ーンに分類した。分類の内訳は、!=妻が正社員の男性雇用者+正社員の女性雇用者、"=妻が正社員以外の男性雇用者+正社員以外 
　  の女性雇用者、#妻が無職の男性雇用者。 
(注2)網掛は、利用時期別にみた場合の10％以上の利用割合を表す。 
(注3)「利用する」は、各サービス・手助けについて、いずれかの利用時期を回答した者の場合（=「利用しない」と回答した者以外の割合） 

計（N=2047） 

共働き〈母親は正社員〉（N=543） 

片働き〈母親は無職〉 
（N=716） 

日中 早朝 夜間 土日休日 利用しない 利用する 子供が 
病気の時 

保育園 

幼稚園 

保育ママ（家庭福祉員、家庭保育室） 

ベビーシッター、家政婦 

ベビーホテル 

その他の保育サービス 

別居の祖父母 

別居の親族（祖父母以外） 

隣人・知人 

その他 

9.4 

31.1 

1.4 

0.7 

1.0 

2.7 

20.8 

5.2 

7.5 

1.1

0.7 

0.8 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

4.1 

0.4 

0.3 

0.1

0.7 

0.1 

0.0 

0.3 

0.1 

0.0 

6.0 

1.0 

0.4 

0.1

0.3 

0.0 

0.1 

0.3 

0.1 

0.6 

17.0 

2.1 

3.1 

0.1

0.4 

0.6 

0.3 

0.4 

0.8 

0.6 

30.9 

5.6 

1.5 

0.3

90.5 

68.6 

98.2 

98.9 

98.3 

96.2 

47.6 

89.9 

89.4 

98.5

9.5 

31.4 

1.8 

1.1 

1.7 

3.8 

52.4 

10.1 

10.6 

1.5

共働き〈母親は正社員以外（パート等）〉 
（N=784） 

日中 早朝 夜間 土日休日 利用しない 利用する 子供が 
病気の時 

保育園 

幼稚園 

保育ママ（家庭福祉員、家庭保育室） 

ベビーシッター、家政婦 

ベビーホテル 

その他の保育サービス 

別居の祖父母 

別居の親族（祖父母以外） 

隣人・知人 

その他 

60.1 

19.6 

0.6 

0.6 

1.5 

2.0 

17.1 

2.6 

3.4 

2.2

5.7 

0.6 

0.1 

0.0 

0.0 

0.5 

4.2 

0.5 

0.4 

0.9

3.1 

0.1 

0.4 

0.4 

0.9 

1.5 

12.0 

1.1 

1.4 

1.0

0.4 

0.3 

0.5 

0.5 

0.0 

1.8 

24.9 

2.4 

1.4 

1.8

5.5 

0.4 

0.1 

0.4 

0.9 

1.9 

27.0 

5.2 

1.9 

1.3

39.4 

80.1 

98.6 

98.3 

97.2 

94.5 

44.0 

89.9 

92.7 

95.8

60.6 

19.9 

1.4 

1.7 

2.8 

5.5 

56.0 

10.1 

7.3 

4.2

共働き〈母親は正社員〉 
（N=543） 

日中 早朝 夜間 土日休日 利用しない 利用する 子供が 
病気の時 

保育園 

幼稚園 

保育ママ（家庭福祉員、家庭保育室） 

ベビーシッター、家政婦 

ベビーホテル 

その他の保育サービス 

別居の祖父母 

別居の親族（祖父母以外） 

隣人・知人 

その他 

70.0 

6.6 

1.1 

0.2 

0.7 

1.7 

19.3 

3.7 

2.2 

0.9

8.7 

0.4 

0.0 

0.2 

0.0 

0.6 

7.7 

1.1 

0.2 

0.7

4.6 

0.2 

0.2 

0.9 

0.4 

2.2 

16.4 

2.9 

1.3 

1.1

0.6 

0.0 

0.0 

1.1 

0.2 

3.5 

33.3 

6.4 

1.5 

1.8

3.9 

0.2 

0.2 

0.7 

0.7 

0.9 

28.2 

7.6 

1.5 

0.4

29.7 

93.4 

98.5 

97.4 

98.5 

92.6 

35.2 

84.5 

94.7 

96.5

70.3 

6.6 

1.5 

2.6 

1.5 

7.4 

64.8 

15.5 

5.3 

3.5

（％） 

片働き〈母親は無職〉（N=716） 

共働き〈母親は正社員以外（パート等）〉 
（N=784） 
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お
り
、
勤
務
時
間
を
柔
軟
化
す
る
よ
う
な
制

度
を
中
心
に
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
（
図
表
５
） 

   

３ 

育
児
ス
ト
レ
ス
　 

〔
１
〕
育
児
ス
ト
レ
ス
の
状
況 

 

妻
は
夫
に
精
神
的
支
援
を
期
待 

 

仕
事
と
の
両
立
と
は
別
に
、
育
児
そ
の
も

の
に
つ
い
て
の
悩
み
も
あ
る
。 

 

女
性
に
育
児
に
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ひ
ん
ぱ

ん
に
あ
る
」
が
約
三
割
、
「
た
ま
に
あ
る
」 

が
約
六
割
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
男
性
に
、

妻
が
育
児
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
う
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
ひ
ん

ぱ
ん
に
あ
る
と
思
う
」
が
約
四
割
と
な
っ
て

い
る
。
多
く
の
女
性
が
育
児
に
ス
ト
レ
ス
や

不
安
を
感
じ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。 

　
育
児
に
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
女
性
に
、
そ
の
時
に
夫
に
し
て
ほ
し

か
っ
た
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
励
ま
す
、

ほ
め
る
、
慰
め
る
」
が
六
一
・
〇
％
、
「
平

日
に
育
児
・
家
事
を
す
る
」
が
五
八
・
七
％
、

「
平
日
に
相
談
相
手
に
な
っ
た
り
、
話
を
聞

く
」
が
五
二
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
育
児
・

家
事
を
あ
げ
る
者
も
多
い
も
の
の
、
そ
れ
以

上
に
、
励
ま
し
、
慰
め
、
話
を
聞
く
な
ど
、

精
神
的
支
援
を
求
め
る
声
が
多
い
。
（
図
表

６
） 

　
ま
た
、
妻
が
育
児
ス
ト
レ
ス
等
を
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
男
性
に
、
育
児
ス
ト
レ
ス
な
ど

を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
し
た
こ
と
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
八
四
・
一
％
が
「
家
事
・
育
児
を

し
て
妻
の
負
担
を
軽
く
し
て
あ
げ
た
」
、
六

三
・
七
％
が
「
相
談
相
手
に
な
っ
た
り
話
を

聞
い
て
あ
げ
た
」
、
四
九
・
三
％
が
「
励
ま

し
た
り
、
慰
め
た
り
し
た
」
と
し
て
い
る
。 

  

〔
２
〕
妻
の
育
児
不
安
の
仕
事
へ
の
影
響
　 

 

夫
の
仕
事
に
も
影
響
が
大
き
い 

　
ま
た
、
妻
が
育
児
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
と
し
た
男
性
に
、
妻
の
育
児

不
安
が
仕
事
に
影
響
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど

う
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
職
場
で
妻
や
子
供

の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
が

五
三
・
五
％
、
「
精
神
的
・
肉
体
的
に
疲
れ

て
仕
事
の
能
率
が
落
ち
た
こ
と
が
あ
る
」
が

三
〇
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
影

響
し
た
こ
と
が
な
い
」
は
三
一
・
四
％
で
あ 

り
、
約
七
割
の
男
性
が
妻
の
育
児
不
安
の
仕

事
へ
の
影
響
を
経
験
し
て
い
る
。 

  

〔
３
〕
産
後
八
週
間
中
の
夫
の
育
児
休
業 

 

取
得
し
た
い
と
す
る
男
性
が
六
割
以
上 

 

育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
少
な
く
と
も

産
後
八
週
間
は
、
妻
が
専
業
主
婦
で
あ
る
場

合
や
妻
が
産
後
休
業
中
の
場
合
で
も
夫
が
育

児
休
業
を
取
得
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
知
ら
な
い
」
と
す

る
者
が
男
女
と
も
約
七
割
に
上
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
も
し
次
に
機
会
が
あ
れ
ば
、
妻

の
産
後
八
週
間
で
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
「
ぜ

ひ
と
り
た
い
」
が
二
六
・
四
％
、
「
で
き
れ

ば
と
り
た
い
」
が
三
七
・
九
％
と
な
っ
て
お

り
、
六
割
以
上
の
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得

し
た
い
と
し
て
い
る
。 

    

４ 

両
立
推
進
に
必
要
な
施
策 

「
男
性
の
環
境
整
備
」、「
柔
軟
な
働
き
方
」 

　
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
や
す
く
す
る
た
め

に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
施
策
に
つ
い
て
は
、

「
男
性
が
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
職
場

や
社
会
環
境
の
整
備
」
が
二
七
・
七
％
、
「
労

働
時
間
の
短
縮
な
ど
、
働
き
な
が
ら
育
児
を

し
や
す
い
柔
軟
な
働
き
方
の
推
進
」
が
二
六
・

一
％
、
「
保
育
所
の
整
備
」
が
一
七
・
六
％

と
な
っ
て
い
る
。
性
別
に
み
る
と
、
男
性
で

は
「
男
性
が
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
職

場
や
社
会
環
境
の
整
備
」
が
三
七
・
三
％
と

最
も
多
く
、
女
性
で
は
「
労
働
時
間
の
短
縮

な
ど
、
働
き
な
が
ら
育
児
を
し
や
す
い
柔
軟

な
働
き
方
の
推
進
」
が
三
〇
・
六
％
と
最
も

多
い
。
（
図
表
七
） 

   

以
上
、
簡
単
に
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
、

雇
用
者
の
育
児
の
状
況
を
概
観
し
た
。
就
学

前
の
子
供
が
い
る
雇
用
者
は
、
仕
事
を
続
け

な
が
ら
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仕

事
に
は
り
あ
い
が
で
き
た
、
生
活
に
め
り
は

り
が
で
き
た
、
と
プ
ラ
ス
の
面
を
感
じ
て
い

る
一
方
で
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
状
況
や
育

児
そ
の
も
の
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る

姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
実
際
の
育
児
に
あ

た
っ
て
は
、
保
育
園
は
不
可
欠
で
あ
り
、
祖

父
母
の
存
在
も
大
き
い
。 

 

企
業
に
対
し
て
は
、
勤
務
時
間
の
柔
軟
化

図表5　企業が行う育児支援制度の利用・利用希望状況（複数回答）（N=2047） 

図表6　育児にストレスや不安を感じた時に夫にしてほしかったこと、実際にしてくれたこと 
　　　 （女性）（N=869）（複数回答）　（育児ストレスや育児不安、育児ノイローゼや産後うつの経験があると回答した女性） 

14.1 32.0 46.1

15.1 29.7 44.8

6.1 32.5 38.6

9.7 26.6 36.3

13.0 23.0 36.0

2.5 25.1 27.6

5.8 16.9 22.7

58.7
36.0

1.6 25.9 27.5 利用している 
利用していないができれば利用したい 

夫にしてほしかったこと 
夫が実際にしてくれたこと 

0
(%)

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)

5

休日労働の免除 

託児施設の 
設置運営 

始業・終業時刻の 
繰上げ・繰下げ 

ベビーシッターの 
費用補助 

残業の免除 

平日に育児・家事をする 

励ます、ほめる、慰める 

特にない 

夫はいない 

休みの日に育児・家事をする 

平日に相談相手に 
なったり話を聞く 

休みの日に相談相手に 
なったり話を聞く 

祖父母等に育児・ 
家事の手伝いを頼む 

在宅労働 

短時間勤務制度 

フレックスタイム制 

10 15 20 25 30 35 40 45 50

52.0
34.8

46.6
42.6

61.0
29.2

31.6
39.5

5.8
12.1

7.1
6.7

54.0
62.5

(注)「短時間勤務制度」＝「1日当たりの勤務時間の短縮」+「週・月の所定労働日を減らす」。重複分は除く。 
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仕事と家庭の両立に保育サービスの充実は欠かせない 

最
大
の
不
安
は
職
場
復
帰
 

地
域
差
大
き
い
保
育
体
制
 

最
大
の
不
安
は
職
場
復
帰
 

地
域
差
大
き
い
保
育
体
制
 

ＪＩＬ調査 

を
望
む
声
が
強
い
。
ま
た
、
子
供
が
仕
事
の 

は
り
あ
い
に
な
っ
た
り
、
育
児
不
安
が
仕
事

に
影
響
す
る
な
ど
、
子
育
て
と
生
産
性
の
関

係
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。 

 

育
児
と
仕
事
の
両
立
を
進
め
る
た
め
に
は

社
会
や
職
場
、
家
族
な
ど
の
支
援
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
上
に
み
て
き
た
よ
う
な
当
事
者

の
生
の
声
が
、
こ
れ
ら
の
検
討
に
当
た
っ
て

参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
二
〇
〇
二
年
に
旧
日
本
労
働
研
究
機
構
が

発
表
し
た
「
女
性
の
仕
事
と
家
庭
生
活
に
関

す
る
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
育
児
休
業
制

度
を
利
用
し
た
人
の
う
ち
約
六
割
が
職
場
復

帰
後
の
適
応
に
不
安
を
抱
い
た
。 

 

調
査
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援

す
る
に
は
、
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
や
す 

い
職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
上
司
・
同
僚

の
理
解
や
、
復
職
後
の
不
安
を
解
消
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
な
ど
が
不
可
欠
と
提
言
し
て
い
る
。 

 

こ
の
調
査
の
特
徴
は
、
東
京
都
（
杉
並
区

、

江
戸
川
区
）、
富
山
県
（
富
山
市
、
高
岡
市
）

の
四
地
区
に
調
査
地
域
を
し
ぼ
り
こ
ん
だ
こ

と
。
東
京
の
杉
並
区
と
江

戸
川
区
は
、
人
口
約
五
〇

万
人
で
、
少
子
化
地
域
と

出
生
数
が
減
少
し
な
い
地

域
と
い
う
点
で
対
照
的
だ
。

富
山
県
は
、
首
都
圏
に
比

べ
、
三
世
代
同
居
率
と
女

性
の
正
規
雇
用
率
が
高
い

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。 

 

調
査
は
、
一
九
九
二
年

の
育
児
介
護
休
業
法
施
行

以
降
に
第
一
子
を
出
産
し

た
女
性
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
。
各
地

域
七
二
〇
人
で
計
二
一
六

〇
人
に
調
査
票
を
配
布
。

有
効
回
収
率
は
六
七
・
八

％
（
一
四
六
四
人
）
。 

 
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一

子
妊
娠
・
出
産
時
に
有
職

だ
っ
た
人
は
、
ど
の
地
域

も
約
七
割
だ
が
、
そ
の
う

ち
妊
娠
・
出
産
時
に
退
職

し
た
人
は
杉
並
、
江
戸
川

で
七
〜
八
割
、
富
山
・
高 

岡
で
六
割
弱
と
、
富
山
・
高
岡
の
就
業
継
続

率
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
高
い
。 

 

出
産
前
に
仕
事
を
辞
め
た
理
由
は
、
ど
の

地
域
で
も
「
自
分
の
手
で
子
育
て
し
た
か
っ

た
」（
五
〜
六
割
）、「
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

す
る
自
信
が
な
か
っ
た
」（
三
割
前
後
）
を
あ

げ
て
い
る
。 

 

第
一
子
妊
娠
・
出
産
時
に
就
業
継
続
し
た 

場
合
で
、
出
産
か
ら
二
歳
ま
で
の
育
児
担
当

者
を
み
る
と
、
杉
並
と
江
戸
川
で
は
「
保
育

所
・
保
育
園
」
が
六
〜
七
割
、
富
山
・
高
岡

で
は
「
本
人
や
夫
の
親
」
が
六
割
と
な
っ
て

お
り
、
地
域
差
が
目
立
つ
。 

 

育
児
休
業
制
度
の
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

ど
の
地
域
も
高
く
、
約
八
割
が
「
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
。
正
規
社
員
・
職
員
の
認
知
度

は
、
ど
の
地
域
で
も
九
割
と
ほ
と
ん
ど
の
人

が
制
度
の
存
在
を
認
知
し
て
い
る
一
方
で
、

第
一
子
時
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
「
利
用

し
た
」
割
合
は
杉
並
が
三
七
・
七
％
、
江
戸

川
が
三
一
・
五
％
で
、
富
山
・
高
岡
が
四
六
・

六
％
と
や
や
高
い
。 

 

育
休
を
利
用
し
て
良
く
な
か
っ
た
点
は
、

ど
の
地
域
で
も
「
復
職
時
に
仕
事
や
職
場
に

適
応
で
き
る
か
が
不
安
だ
っ
た
」
が
高
い
比

率
を
占
め（
四
割
〜
六
割
）、
育
休
を
取
得
す

る
に
際
し
、
職
場
復
帰
が
不
安
要
素
で
あ
る

こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
杉
並
で
は
「
子
供
の
預
け
先
が
み

つ
か
る
か
不
安
だ
っ
た
」（
四
二
・
九
％
）
の

比
率
が
高
く
、
保
育
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。

一
方
、
富
山
・
高
岡
で
は
、
夫
を
含
め
収
入

面
で
相
対
的
に
低
い
た
め
か
、
「
経
済
的
に

苦
し
か
っ
た
」（
三
八
・
七
％
）
と
す
る
比
率

が
高
い
。 

 

育
休
を
利
用
せ
ず
職
場
復
帰
し
た
人
の
、

利
用
し
な
い
理
由
は
、
杉
並
、
江
戸
川
で
は

「
制
度
が
な
か
っ
た
」（
三
〜
四
割
）が
多
く
、

 

図表7　仕事と育児を両立しやすくするために推進すべきと考える施策（主なもの1つを回答） 

17.6 15.4 5.2 26.1 27.7

2.2
3.72.1

20.6 18.7 3.6 30.6 17.6

1.0
6.0

1.9

14.7 12.2 6.7 21.8 37.3

3.41.5
2.4

保育所の整備 一時的な保育など働き方に対応した保育の充実 
育児休業制度の充実 労働時間の短縮など、働きながら育児をしやすい柔軟な働き方の推進 
男性が育児に参加することへの職場や社会環境の整備 育児不安やストレスに対する相談 
その他 特にない 

0％ 

計（Ｎ=2047） 

男性（Ｎ=1042） 

女性（Ｎ=1005） 

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 
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富
山
・
高
岡
で
は
「
子
供
を
み
て
く
れ
る
人

が
い
た
」（
四
〇
・
〇
％
）
が
多
い
。
「
利
用

で
き
る
雰
囲
気
で
は
な
い
」
は
ど
の
地
域
で

も
二
割
前
後
で
、「
同
僚
に
迷
惑
を
か
け
る
」

も
江
戸
川
が
二
五
・
〇
％
と
、
利
用
し
づ
ら

い
職
場
環
境
を
理
由
に
あ
げ
る
人
も
多
い
。 

 

育
児
休
業
制
度
充
実
の
た
め
に
企
業
・
職 

場
に
力
を
い
れ
る
べ
き
点
と
し
て
は
、
ど
の

地
域
で
も
「
休
業
が
と
り
や
す
く
な
る
よ
う
、

職
場
の
理
解
を
深
め
る
」
「
休
業
期
間
の
延

長
や
復
職
時
期
の
配
慮
」
が
四
〜
五
割
と
高

い
比
率
を
占
め
て
い
る
。
「
休
業
期
間
中
も

経
済
的
援
助
」（
三
〜
四
割
）、「
パ
ー
ト
社
員

な
ど
も
休
業
可
」（
約
三
割
）
も
多
い
。 

 

調
査
で
は
、
「
仮
に
自
分
が
出
産
時
に
勤

め
て
い
た
と
し
て
、
育
休
を
利
用
す
る
か
」

を
尋
ね
て
い
る
が
、
ど
の
地
域
で
も
、
「
ぜ

ひ
利
用
し
た
い
」「
で
き
れ
ば
利
用
し
た
い
」 

を
合
わ
せ
て
約
八
割
に
の
ぼ
る
。
育
休
を
利

用
せ
ず
に
復
帰
し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
約
八

割
が
利
用
意
向
を
示
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
男
性
が
育
児
休
業
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ど
の
地
域
も「
良
い
こ
と
で
あ
る
」

が
八
〜
九
割
と
高
い
一
方
で
、
夫
が
育
児
休

業
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
休
業
し
て
ほ

し
い
」
割
合
は
、
杉
並
が
約
六
割
と
過
半
数

を
占
め
る
も
の
の
、
江
戸
川
で
は
「
休
業
し

て
ほ
し
く
な
い
」
が
約
五
割
、
富
山
・
高
岡

で
は
「
休
業
し
て
ほ
し
く
な
い
」
が
約
六
割

と
地
域
差
が
大
き
い
。 

 

働
く
人
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
は
、
杉

並
、
江
戸
川
で
は
、「
保
育
所
の
数･

定
員
を

増
や
す
」
ニ
ー
ズ
が
高
い（
約
三
〜
四
割
）。

富
山
・
高
岡
で
は「
保
育
料
を
引
き
下
げ
る｣

ニ
ー
ズ
が
六
割
と
多
い
。
こ
れ
は
杉
並
、
江

戸
川
に
比
べ
、
富
山
・
高
岡
で
は
実
際
に
保

育
料
が
高
く
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
夫
を

含
め
た
収
入
額
の
低
さ

か
ら
き
て
い
る
。 

 

必
要
な
企
業
内
制
度

と
し
て
は
、
ど
の
地
域

で
も
、「
子
供
が
病
気
や

け
が
の
と
き
の
看
護
休

暇
制
度
」
を
あ
げ
る
比

率
が
約
五
割
と
な
っ
て

い
る
。
事
業
所
内
託
児

所
（
三
〜
四
割
）、育
児

休
業
制
度（
約
三
割
）、

再
雇
用
制
度（
約
二
割
）

も
高
い
割
合
を
占
め
て

い
る
。 

 

ま
た
、
調
査
で
は
、

親
の
労
働
時
間
を
短 

く
す
る
か
、
子
供
の
保

育
時
間
を
長
く
す
る
か

を
尋
ね
て
い
る
が
、
ど
の
地
域
で
も
「
親
の

労
働
時
間
の
短
縮
」
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

い（
約
八
割
）。
子
供
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
、

「
親
が
仕
事
を
休
め
る
制
度
」
か
「
病
気
の

子
供
を
預
か
る
保
育
制
度
」
か
の
選
択
に
つ

い
て
は
、
八
割
以
上
の
親
が
仕
事
を
休
む
看

護
休
暇
を
選
ん
で
い
る
。 

 

調
査
で
は
、
復
帰
後
の
家
庭
生
活
、
職
業

生
活
を
考
慮
に
入
れ
た
育
児
休
業
制
度
が
重

要
と
提
言
し
て
お
り
、
休
業
期
間
・
復
職
時

期
に
関
す
る
配
慮
、
復
帰
後
の
仕
事
上
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
上

司
や
同
僚
の
理
解
が
不
可
欠
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
加
え
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
当
事

者
と
の
認
識
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

育
休
業
制
度
が
も
た
ら
す
効
果
は 

　
同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ほ
か
、
企
業
の
人

事
担
当
者
と
企
業
か
ら
紹
介
さ
れ
た
休
業
制

度
の
利
用
者
二
〇
人
に
対
す
る
訪
問
面
接
調

査
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
ま
と
め
た
『
育
児
休
業

制
度
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
二
〇
〇

三
年
七
月
）
で
は
、
育
休
制
度
が
も
た
ら
す

効
果
と
し
て
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。 

　
①
就
業
継
続
に
与
え
る
効
果 

　
育
児
休
業
制
度
が
女
性
の
就
業
継
続
に
与

え
る
効
果
は
直
接
的
な
も
の
で
は
な
い
。
育

休
を
取
っ
た
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
第

一
子
出
産
後
も
働
き
続
け
た
者
は
就
業
を
継

続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
勤
務
先
に
育
児
休

業
制
度
が
あ
る
こ
と
は
、
就
業
継
続
の
可
能

性
を
高
め
る
。
一
般
に
、
育
児
休
業
制
度
の

あ
る
企
業
は
女
性
の
能
力
活
用
に
積
極
的
囲

気
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
就
業
継
続

の
可
能
性
に
は
雇
用
制
度
や
保
育
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
な
く
、
職
業
観
や
育
児
観
お
よ
び
就

労
動
機
な
ど
が
関
連
し
て
お
り
、
就
業
継
続

に
肯
定
的
で
な
い
者
、
三
歳
児
神
話
の
支
持

者
お
よ
び
経
済
的
な
必
要
に
迫
ら
れ
て
働
い

て
い
る
場
合
に
は
、
就
業
の
継
続
に
対
し
て

否
定
的
に
な
り
や
す
い
。 

　
②
少
子
化
に
与
え
る
効
果 

　
育
児
休
業
の
取
得
と
子
ど
も
の
数
や
予
定

子
ど
も
数
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
制
度
を
利

用
し
て
就
業
を
継
続
し
た
者
に
子
ど
も
数
が

少
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
結
婚
年
齢
が
若

い
ほ
ど
、
結
婚
か
ら
出
産
ま
で
の
期
間
が
短

い
者
ほ
ど
、
現
在
の
子
ど
も
数
や
予
定
子
ど

も
数
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
育
児
休

業
制
度
に
結
婚
を
促
進
す
る
効
果
は
み
ら
れ

な
い
。
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
就
業
継

続
を
し
た
者
は
正
社
員
が
多
く
、
制
度
の
適

用
が
正
規
雇
用
者
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た
ら
、

育
体
の
普
及
は
む
し
ろ
少
子
化
を
い
っ
そ
う

促
進
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。 

　
③
男
女
共
同
参
画
社
会
に
与
え
る
効
果 

　
男
女
労
働
者
を
対
象
と
す
る
育
児
休
業
制

度
だ
が
、
男
性
の
取
得
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

男
性
の
育
休
取
得
に
つ
い
て
一
般
論
と
し
て

は
賛
成
す
る
者
が
多
い
が
、
自
分
の
夫
と
な

る
と
賛
成
の
比
率
が
低
下
す
る
。
ま
た
、
夫

婦
の
ど
ち
ら
が
休
業
す
る
か
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
者
は
多
く
は
な
い
。
厚
生
労
働
省
の

「
少
子
化
プ
ラ
ス
ワ
ン
」（
二
〇
〇
二
年
）
が

掲
げ
る
男
性
の
育
体
取
得
率
一
〇
％
を
達
成

す
る
の
は
、
か
な
り
難
し
い
だ
ろ
う
。 

　
し
か
し
、
育
児
休
業
制
度
は
、
正
社
員
の

就
業
継
続
に
は
有
効
性
が
高
い
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
る
。
制
度
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を

図
る
に
は
、
企
業
は
管
理
職
研
修
に
育
休
を

は
じ
め
と
す
る
女
性
に
対
す
る
配
慮
を
含
め

る
、
厚
生
労
働
省
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
な
い
企
業
の
名
前
を
公
表
す
る
、
パ

ー
ト
労
働
者
に
も
制
度
の
適
用
を
拡
大
す
る

な
ど
が
必
要
だ
ろ
う
。 
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育休を利用して良くなかった点（主なもの２つまで） 


